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令和 8年 10月 29日 
 

地域で支えあう農村づくりの取組を報告 
～農村ＲＭＯ事例報告会を１１月６日に開催～ 

 
■京都府では、中山間地域等において人口減少・高齢化に対応できるよう農村ＲＭＯ※

の形成に取り組む地域を支援しています。 

■１１月６日に「地域の計画・ビジョンを実行に移す」をテーマに、弘前大学 平井

教授を迎え、農村づくりの取組の横展開と地域間のつながり強化を図る事例報告

会を開催しますので、取材をお願いします。 

※複数の集落の機能を補完して、農用地保全活動や農業を核とした経済活動と併せ

て、生活支援等地域コミュニティの維持に資する取組を行う組織 
 

１ 日  時 令和８年１１月６日（金）      １３：００～１８：００ 

（第１部）講師講演              １３：２０～１４：００ 

（第２部）事例報告              １４：００～１５：００ 

（第３部）ワークショップ（参加者との意見交換）１５：００～１８：００ 
 
２ 場  所 

北部産業創造センター(２階多目的ホール)(綾部市青野町西馬場下 33番地の１) 
 

３ 講演内容 

  講師：平井太郎
ひ ら い た ろ う

（弘前大学大学院地域社会研究科 教授） 

   内容：地域づくりの実践や研究に携わる立場から、全国事例を基に、地域のビジ

ョンや計画を実行につなげるための考え方や進め方、地域の実情に応じた

小さな取組から段階的に発展していく「スモールスタート」による取組の

展開手法などについて講演いただく。 
 

４ 報告内容 

〇南丹市摩気地区（８集落） 

    ラジコン草刈機の共同利用、地域の厄介者である竹を活用した摩氣米などの

特産品づくり、摩氣神社の歴史と美しい里山の四季の風景、これらを一つのス

トーリーとして発信中。摩気交流農園や子ども未来塾で、みんなが活躍する支

え合いの地域作りに挑戦している。 

〇伊根町伊根地区（３３集落） 

    GIS を活用した農地管理や農作業の省力化、新たな農水産加工品の開発、移

住・定住の促進に向けた漁業体験ツアーなど、地域の課題や資源を踏まえた多

様な取組を進め、人と人とのつながりを育みながら「にぎわいあふれる伊根」

を目指している。 
 

５ 参 加 者 

農村ＲＭＯ取組検討地区、地域づくりに取り組む・関心のある地域（計５０名程度） 
 

６ 主  催  

京都府農林水産部農村振興課 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 農林水産部農村振興課 理事 小塩  TEL 075-414-4905 

参事 嶋渡  TEL 075-414-5038 

 

    

 




